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と
つ
な
が
り
が
で
き
ま
す
。
自
治

会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会
、
サ
ー

ク
ル
等
の
活
動
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
自
治
体
・
行
政
の
防
災
部
局
組

織
の
働
き
。

市
町
村
ご
と
に
地
域
に
合
せ
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

防
災
・
災
害
に
合
わ
せ
、
消
防
・

警
察
・
自
衛
隊
等
の
公
的
政
策
も

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
助
・
共
助
・
公
助
は
、
現
代

の
社
会
生
活
に
お
い
て
、「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
た
め
の
イ
ン
ク
ル

ー
シ
ブ
防
災
」
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
自
助
で
は
、
一
人
で
で
き

る
限
界
が
あ
り
ま
す
。
共
助
は
、

地
域
が
・
地
元
が
・
近
隣
ど
う
し

が
、
お
互
い
様
の
気
持
ち
で
、
細

や
か
な
支
援
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
公
助
に
お
い
て
は
、
行
政

や
公
的
機
関
が
、
人
命
救
助
や
復

旧
・
復
興
を
担
い
ま
す
。「
自
助
・

共
助
・
公
助
」
の
連
携
を
考
え
、

そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
対
応
力
を
高
め

る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

１
０
０
年
前
に
お
き
た
関
東
大

震
災
を
忘
れ
ず
に
防
災
・
災
害
に

対
し
自
ら
で
き
る
こ
と
を
ひ
と
つ

ず
つ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

１
９
２
３
年（
大
正
１２
年
）９
月

１
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
か

ら
今
年
で
１
０
０
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
地
震
に
よ
り
１０
万

人
以
上
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
１
０
０
年
が
現
代

の
社
会
生
活
に
適
合
し
た
防
災
に

つ
い
て
考
え
る
契
機
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
災
害

に
遭
遇
し
た
と
き
、
目
の
前
の
状

況
に
対
し
て
適
切
に
行
動
し
、
想

定
外
の
事
態
か
ら
自
分
自
身
を
救

う
能
力
の
事
で
す
。

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年

  

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
〜

松
山
和
子

地
震
が
起
き
た
場
合
の

　

〜
自
助
・
共
助
・
公
助
〜

●「
身
を
守
る
こ
と
・
安
全
」自
ら

が
防
災
に
取
り
組
む
意
思
を
持

つ
こ
と（
防
災
の
基
本
）。

ま
ず
は
、
自
分
の
身
を
守
る
こ

と
に
専
念
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
火
を
使
っ
て
い
る
時
は
、
慌
て

ず
消
す
。
ま
わ
り
を
確
認
し
、

出
火
に
つ
な
げ
な
い
。

・
わ
が
家
の
安
全
確
認
・
家
族
の

安
否
確
認
。
大
き
な
声
で
お
互

い
を
呼
び
安
否
を
確
認
す
る
。

状
況
を
確
認
し
、
避
難
の
準
備

を
す
る
。

・
余
震
や
津
波
に
注
意
し
、
避
難

所
や
避
難
場
所
を
確
認
。
避
難

す
る
と
き
は
、
見
や
す
い
所
に

油
性
ペ
ン
で
連
絡
を
残
す
。

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
自
治
会

等
の
自
主
防
災
組
織
を
活
か
す
。

「
人
命
救
助
が
第
一
優
先
」と
し
、

支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
方
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
参
加
、
利
用
を

支
援
の
力
と
す
る
。

日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
近
隣

住
民
の
支
援
に
よ
り
救
助
さ
れ
る

こ
と
や
、
お
互
い
の
声
か
け
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
、
情
報
へ
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男女がともに
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み

ほ

文

芸

盆
の
送
り
火
小
さ
く
ゆ
れ
て
名
残
惜
し
そ
に
還
る
亡
父　
　
　
　

石
戸
葎
華

猛
暑
続
き
で
ク
ー
ラ
ー
効
か
せ
好
き
な
こ
と
し
て
送
る
日
　々
　

伊
藤
葉
子

火
種
作
っ
て
決
戦
煽
り
そ
し
て
終
い
に
御
当
選　
　
　
　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

先
祖
迎
え
て
賑
わ
う
家
族
恩
に
感
謝
の
送
り
盆　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

海
の
彼
方
に
送
り
火
揺
れ
て
父
母
も
い
る
の
か
岩
の
影　
　
　

   

小
薗
江
久
美

慰
霊
特
攻
土
浦
花
火
知
っ
て
納
得
八
十
路
坂　
　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

古
い
歴
史
の
送
り
火
揺
れ
て
無
病
息
災
願
い
込
め　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子

お
気
を
つ
け
て
と
一
声
か
け
て
帰
る
車
を
送
り
出
す　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

夏
の
風
物
線
香
花
火
ひ
か
り
落
ち
ぎ
わ
ま
わ
り
染
め　
　
　
　
　

関
根
秀
子

無
事
に
今
年
も
送
り
火
終
え
て
盆
の
提
灯
し
ま
う
朝　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

爪
に
火
点
し
暮
ら
し
た
母
が
利
権
ま
み
れ
の
世
を
嘆
く　
　
　
　

田
島
草
実

三
年
送
ら
れ
花
火
の
季
節
晴
ら
す
鬱
積
ド
ド
ド
ー
ン　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

早
い
迎
え
火
好
物
供
え
母
の
新
盆
暑
い
夏　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

傍
に
寄
り
そ
う
八
十
路
の
夫
婦
互
い
支
え
て
送
る
ま
で　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

赤
い
提
灯
花
火
の
ゆ
か
た
爺
と
い
っ
し
ょ
の
盆
迎
え　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

認
知
進
ん
で
施
設
に
通
所
夫
を
見
送
る
切
な
い
日　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

老
化
と
は
未
知
と
の
遭
遇
彼
岸
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

こ
の
梅
雨
に
恋
も
流
れ
る
男
女
の
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

夕
立
き
て
濡
れ
た
る
ま
ま
の
ひ
と
も
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
川
紀
行

雷
の
力
凄
ま
じ
緑
湧
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

夏
空
と
子
馬
の
駆
け
る
北
便
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林
美
佐
恵

亡
き
父
の
好
き
な
朝
顔
咲
き
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
柳
幸
子

雲
海
に
突
入
千
歳
空
港
へ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

西
瓜
割
右
だ
左
だ
後
ろ
だ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

「
美
味
い
よ
」と
ど
や
顔
梅
干
梅
ジ
ュ
ー
ス　

 　
　
　
　
　
　
　

   

長
田
敏
笑

生
垣
の
武
家
の
通
り
を
日
傘
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
尚
子

遠
い
日
の
水
着
の
写
真
二
度
見
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
統
子

流
れ
星
眺
め
遠
き
日
走
馬
灯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

相
棒
は
パ
ズ
ル
と
テ
レ
ビ
夏
の
風
邪　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
崎
典
子

子
烏
も
雀
も
啄
く
こ
ぼ
れ
米　
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口
美
代
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ち
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防
災
リ
テ
ラ
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ー
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に
付
け
よ
う

防
災
リ
テ
ラ
シ
ー
を

　
　
　
　

身
に
付
け
よ
う

ふ

ぼ
そ
く
さ
い

ひ  

と
も
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と
せ

う
っ
ぷ
ん

に
い
ぼ
ん

そ
ば

ふ
う
ふ

じ
じ

つ
ま

い
か
づ
ちう

ま
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